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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：高槻市昭和台 2 丁目 25 番 12 号 
最寄駅：阪急総持寺駅下車 東へ徒歩約 15 分
　　　　若しくは昭和台二丁目バス停より徒歩 3 分
境内には入れるが本堂内部については寺務所へ問い合わせを。
TEL：072-696-0733

みしま野

　昭和時代後半に造成された住宅地の奥まった
場所に、突如として山門が現れる。少し高台に
なった境内は一見、入る者を拒絶しているかに
見えるが肝を据えて入って見られる事をお薦め
する。山門内の境内は面積こそ狭く、京都市内
の寺院とは比べるべくも無いが、境内の景観は、
此処が住宅地の一角である事を暫し忘れさせて
くれる程に雄大で、その懐は大きい。その境内
の奥にひっそりと佇んでいるのが「慶瑞寺本堂」
である。
　慶瑞寺は祥雲山と号し、慶瑞禅寺とも呼ばれ
る寺院で、宗派は黄檗宗である。寺の創建は
持統天皇、朱鳥 8 年（694）の景瑞寺であった
とされる。一時期荒廃の憂目に会うが、富田普
門寺の住職であった名僧・龍渓和尚を寛文元年

（1661）迎えるに至り、再興され名称も慶瑞
寺と改めた。龍渓和尚は普門寺に中国の名僧・
隠元和尚を招き、普門寺の興隆に尽力し、更

に隠元和尚が宇治に黄檗山万福寺を創建する
折にも尽力したとされており、これらの人脈と功
績により、慶瑞寺は黄檗宗に転じ、万福寺の直
末寺にもなったとされている。
　本堂は木造本瓦葺き平屋建てで、裳階があ
るので屋根は二重になっている。素朴な素木造
りであり、床に四半敷きを施す等、禅宗様式の
質素な装飾であるが、細やかな設えが散見され
る建物となっている。本堂の創建年代は入手し
た資料中には詳らかにされていない。1796 年
頃に記された『摂津名所図会』には当時の慶
瑞寺の様子が描かれている。名称が「富田・
慶瑞寺」となっており、境内の伽藍配置状況か
ら推して、「佛殿」として描かれた堂宇が本堂で
あると考えられるので、本堂の創建は龍渓和尚
が入山し、万福寺の末寺として黄檗宗となった
頃であると推定され、江戸初期から中期に掛け
て建築されたと考える。　　　　   （神保　勲）

所在地：枚方市藤阪天神町 1
最寄駅：JR 学研都市線藤阪駅下車 5 分
参考資料：神社看板、宮司解説、檀家解説、
　　　　　平凡社（日本の美術 3）
取材撮影：平成 19 年 1 月 12 日（著者 1 名）

北河内

　天文元年に津田郷藤坂村よりわずか 17
軒の檀家で造営されたのが藤阪天満宮の
発祥である。JR 藤阪駅から 200m ほど北
に線路両側へ神社が跨ってある。明治 31
年に旧片町線を通すことになり、以来神社
境内が南北に分割されたままである。本殿
は真西を向いており、正面鳥居から拝殿ま
では JR の線路下をくぐって歩いて行かなく
てはならない。現存する本殿は文久 3 年に
奈良春日大社の一殿を寄付されて造営され
ており、春日造りの社殿である。
　JR 藤阪駅近くににもかかわらず、あたり
は手入れのよく行き届いた椎や樫のうっそ
うとした森で覆われている。社殿東側には、
藤阪天神町が広がり鋳物民族資料館があ
る。北側には、王仁公園があり付近一帯は
公園と森に囲まれている。
　小さな田舎の神社ながら、四方をきれい

に土塀が取り囲み、正面に中門をしつらえ
ていることは興味深い。入母屋造り 2 間の
門構えで両袖に長屋門が続く。長屋門端に
は社務所が付属しているようであるが、中
門奥、左手には別棟の社務所もありいろい
ろな使われ方をしているようである。門扉
は 4 枚建て折れ戸で外側に開閉する。本
殿は 100 年以上前に移築造営されている
が、非常に修理、手入れが良く行き届いて
いる。特に正面片流れの庇の見上げ、軒裏
化粧板は 1 尺 2 寸幅、春日杉玉杢とおぼし
き素材が使われており今となってはなかな
か入手困難な材料である。本殿の垂木、柱、
桁、台輪等はきれいな朱色に塗られている。
艶があるので紅ガラではないだろうと思わ
れる。朱漆でもなさそうである。合成塗料
なのだろうか。伝統的な紅ガラ仕上げなら
ば、と惜しまれる社殿である。（上高原優生）
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